
ともに挑戦 ともに感動 ともに笑顔 自然と夢のあるビッグハートタウン

22 世紀の理
ふ る さ と

想郷 吉備中央町

人口のうごき 平成26年９月1日現在（　）は前月との増減

世　帯　5,609戸（－2）人　口　12,527人（－23）

●火　災　情　報　☎ 086-226-0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内　☎ 086-231-0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒 716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野 1-2　　☎ 0866-54-1314　  0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　 E-mail kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

火災・救急
テレホンガイド

男　6,004人（－6）
女　6,523人（－17）

ご寄附に感謝します 育英資金（敬称略）

香典返し（金一封） 清水　克洋 様（円城）

子育て応援！ 吉川支部
　7月18日、吉川公民館の調理室は、朝から大賑わい。吉川保育園の夕涼み会の
準備が、お母さん達の手で手際よく進められていきます。
　吉川支部では、子育て支援の一環としておこわ作りを受け持ちました。
　子ども達の笑顔を目指してがんばるお母さん達といろいろ声を掛け合い、作業
を進めていきます。出来上がったおこわを試食しながら、子どもの事を話すお母さ

ん達の話にも耳を傾
けることのできた一
時でした。
　この小さなお手伝いが吉川っ子の成長を支えること
に繋がりますように！

  材　料   作り方
①人参を千切り（しりしり）にする。
②フライパンに油を敷き①の人参へ油切りしたツナ缶を入

れ炒める。
③少ししんなりしてきたら塩コショウ、しょうゆ、だしの素の

順に入れさらに炒める。
④最後に溶き卵を入れてさっと炒め合わせる。

人参しりしり（２人分）

人参…………………………………………… １本
ツナ缶………………………………………… １缶
サラダ油………………………………… 大さじ1
塩コショウ…………………………………… 少々
しょうゆ…………………………………… 小さじ１
だしの素………………………………… 小さじ１
卵……………………………………………… ２個

料理名

エネルギー：288kcal　たんぱく質：14.6ｇ　カルシウム：59.3mg　食塩：3.9ｇ

津賀栄養委員からのおすすめ野菜料理
今月の旬の野菜
にんじん

１日 350ｇ
両手１杯の緑黄色野菜
両手２杯の淡色野菜生活習慣病予防のために を摂りましょう
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「しりしり」とは、「千切り」のこと。
スライサーを使うとき「すりすり」という音からこの名前
がついたのではないかと言われています。（沖縄方言）

 栄養委員さんからのワンポイントアドバイス
＊人参が主菜にもなり、量もたくさん食べられます。

彩りもよく子どもからお年寄りの方まで食べやすい一品です。
ぜひ作ってみてください♪

★人参の栄養
　βカロテンという栄養素がとても豊富に含まれています。
　特に皮のすぐ下に豊富に含まれていますので、無農薬ならそのままか、薄く皮をむくようにすると体によい栄養素をたくさん
摂ることができます。
　ただし、人参は生で食べるとビタミンＣを破壊する作用のある栄養素（アスコルビナーゼ）も含まれているため、生で食べる
場合は刻んで他の野菜と一緒に食べることをお勧めします。

愛育委員会活動報告

広 報
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・P17～インフォメーション 【夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会】
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吉備中央町小学生富士登山チャレンジ事業
第10回

　今年も、町内の小学校６年生の児童80名とリーダー51名の計131名で構成する「第10回富士登
山チャレンジ隊」が７月21日から23日の日程で標高3,776m の富士登山に挑戦しました。
　今年は、吉備中央町となって10回目、旧町で事業を始めてから数えて25回目の記念となる富士登
山チャレンジとなりました。

研
修
会
（
６
月
21
日
・
７
月
11
日
）

壮
行
式
（
７
月
21
日
・
吉
備
プ
ラ
ザ
）

研修会では、10周年を記念して作成
された富士登山チャレンジテーマ曲
「We are 吉備っ子 チャレンジャー」
が初披露されました。
（４ページに紹介記事を掲載しています）

登山隊は８班に分かれ、それぞれ目
標などを班旗に記入。富士登山に向
け団結を深めていました。

　

式
で
は
、
岡
田
副
町
長
と
山
崎
議
長
か
ら
激
励

の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
隊
員
を
代
表
し
て
樋ひ

口ぐ
ち

滉こ
う

師し

く
ん
（
津

賀
小
）、
小お

野の

愛あ
い

奈な

さ
ん
（
上
竹
荘
小
）
が
「
み

な
さ
ん
の
応
援
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
き

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

式
が
終
わ
る
と
一
行
は
バ
ス
に
乗
り
、
保
護
者

や
関
係
者
が
手
を
振
り
見
送
る
な
か
、
静
岡
県
御

殿
場
市
に
あ
る
国
立
中
央
青
少
年
交
流
の
家
を
目

指
し
出
発
し
ま
し
た
。

交
流
の
家
到
着
～
登
山
開
始
～
山
頂
へ
（
７
月
21
日
～
23
日
）

ご
来
光
～
下
山
開
始
～
吉
備
中
央
町
（
23
日
）

江戸屋では、25年連続
登山記念プレートを設置
させていただきました。

山頂に到着した登山隊
は、気温が５℃と冷え
込む中、寒さに耐えな
がらご来光を待ちます。

　

国
立
中
央
青
少
年
交
流
の
家
へ
到
着
し
た
登
山
隊
は
入
所
式
、
登
山
前
日
研
修
を
行
い
一

泊
。

　

翌
22
日
、
富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
五
合
目
に
バ
ス
で
向
か
い
、
登
山
を
開
始
。
昼
食
や
休
憩

を
と
り
な
が
ら
、
険
し
い
登
山
道
を
進
み
、
午
後
６
時
36
分
、
全
員
が
本
八
合
目
に
あ
る
山

小
屋
江
戸
屋
に
到
着
。
食
事
と
わ
ず
か
な
仮
眠
を
と
っ
た
あ
と
、
眠
い
目
を
こ
す
り
な
が
ら

装
備
を
整
え
、
23
日
午
前
０
時
57
分
、
頂
上
に
向
け
登
山
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
日
の
出
直
前
に
雲
が
か
か
り
、
ご
来
光
は
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
登
頂
し
た
全
員
で
朝
日
を
観
て
、

記
念
撮
影
を
行
い
、
午
前
５
時
14
分
か
ら
下
山
を
始
め
、
休
憩
を
挟
み
な
が
ら
砂
走
り
を
抜
け
、
午
前
10
時
25
分
、
下
山
地
点
の

須
走
口
新
五
合
目
へ
。
そ
の
後
、
交
流
の
家
に
戻
り
、
身
支
度
を
整
え
、
昼
食
の
あ
と
退
所
式
を
行
い
、
吉
備
中
央
町
へ
の
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。

　

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
、
登
山
の
感
想
を
述
べ
た
り
、
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
、
お
互
い
の
帽
子
に
寄
せ
書
き
を
す
る
光
景
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、午
後
10
時
半
、関
係
者
や
保
護
者
ら
が
出
迎
え
る
中
、吉
備
プ
ラ
ザ
に
到
着
。３
日
間
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
終
了
し
ま
し
た
。

砂走りなどの悪路
で疲労が蓄積して
いるにもかかわら
ず、休憩をはさみ
ながら、ゆっくり
と下山していきま
す。

解散式では副隊
長の報告が行わ
れました。そし
て、リーダーた
ちとの握手が行
わ れ、 ね ぎ ら
いの言葉を掛け
合っていました。
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小
学
生
富
士
登
山
チ
ャ
レ
ン
ジ

テ
ー
マ
曲
を
作
り
ま
し
た
！

　

今
年
度
は
、
富
士
登
山
登
山
チ
ャ
レ
ン
ジ

隊
の
テ
ー
マ
曲
が
作
成
さ
れ
、
研
修
会
で
歌

が
初
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
曲
は
、
加
賀
中
学
校
校
歌
を
作
詞
さ

れ
た
、
貞さ

だ

住ず
み

昌ま
さ

彦ひ
こ

さ
ん
、
難な
ん

波ば

美み

枝え

子こ

さ
ん

に
依
頼
し
た
も
の
で
、
富
士
登
山
に
対
す
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
溢
れ
る
児
童
た
ち
の
心
意

気
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

「W
e are 

吉
備
っ
子 

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

�

作
詞
：
貞
住　
昌
彦　
難
波
美
枝
子

�

作
曲
：
桜
井　
　
順　
　
　
　
　
　

W
e are 

吉
備
っ
子 

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

め
ざ
す
は
富
士
山
　
ご
来
光

チ
ャ
レ
ン
ジ  

チ
ャ
レ
ン
ジ  

チ
ャ
レ
ン
ジ  

ヒ
ァ  

ウ
ィ
ー  

ゴ
ー

友
だ
ち
つ
く
ろ
う
　
さ
あ 

行
こ
う

ゴ
ー
　
ゴ
ー
　
ゴ
ー
　
マ
イ
ウ
ェ
イ
　
未
来
の
光

Yeah !

W
e are 

吉
備
っ
子 

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

は
げ
ま
し
あ
っ
て
　
登
る
ぞ

チ
ャ
レ
ン
ジ  

チ
ャ
レ
ン
ジ  

チ
ャ
レ
ン
ジ  

ヒ
ァ  

ウ
ィ
ー  

ゴ
ー

あ
き
ら
め
な
い
ぞ
　
か
な
ら
ず
や
る
ぞ

ゴ
ー
　
ゴ
ー
　
ゴ
ー
　
マ
イ
ウ
ェ
イ
　
勇
気
の
光

Yeah !

W
e are 

吉
備
っ
子 

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

日
本
一
で
か
～
い
　
想
い
出

チ
ャ
レ
ン
ジ  

チ
ャ
レ
ン
ジ  

チ
ャ
レ
ン
ジ  

ヒ
ァ  

ウ
ィ
ー  

ゴ
ー

世
界
遺
産
が
　
待
っ
て
い
る

ゴ
ー
　
ゴ
ー
　
ゴ
ー
　
マ
イ
ウ
ェ
イ
　
希
望
の
光

Yeah !

夢
に
む
か
っ
て
　
心
は
ひ
と
つ

富
士
登
山 

チ
ャ
レ
ン
ジ
隊

Yey !

　Yey !

　Yeah !

　Yey !

【お問い合わせ先】富士登山チャレンジ実行委員会事務局（教育委員会事務局生涯学習班内）
　　　　　　　　　☎０８６６－５６－９１９１

１班

３班

５班

７班

２班

４班

６班

８班

ようこそ吉備中央町へ

中国淮安市淮安区中学生友好訪問団滞在記中国淮安市淮安区中学生友好訪問団滞在記

　日中国交回復と友好に生涯を尽くした岡崎嘉平太氏の出身地である吉備中央町と、周恩来総理のふるさとである中華人
民共和国江蘇省淮安市は、二人の遺志を受け継ぎ友好提携協定を締結（平成10年）。以来、中学生の相互交流を行い、親
善を深めてきました。
　今年は、淮安市淮安区から中学生７名と引率者４名の友好訪問団が７月22日から24日まで滞在。そのうち２泊をホー
ムステイで過ごすなど、日中の友好を深めました。

交流会（23日・加賀中学校） 歓迎会・ホストファミリーとの対面
（22日・きびプラザ）

岡崎嘉平太記念館見学（24日）国際化推進協会おもてなし（24日・ロマン高原かよう総合会館）

　吹奏楽部の歓迎演奏や訪問団学生
による歌や踊りが行われた後、軽ス
ポーツで汗を流しました。
　学校見学、茶話会では日本と中国
に関するクイズが行われました。

　初日に行われた歓迎会では、記念品交換、ホ
ストファミリー紹介が行われました。

　日中友好交流の礎となった故岡崎嘉平太氏の
記念館を訪問し、ゆかりの品などを見学。日中
友好の歴史を学びました。

　国際化推進協会主催のおもてな
しでは、浴衣に着替えたあと、う
ちわ作りやスーパーボールすくい
などを体験。昼食では、流しそう
めんを楽しむなど、日本文化にふ
れていました。

←ホストファミリーとの
対面では、身振り手振り
を交え思いを伝えていま
した。

↑美術部の作品に興
味深 ！々？

←わずかな滞在時間
でしたが、子どもた
ちはあっという間に
仲良くなりました。

→山本町長と淮安
区政府談

たん
副区長と

の記念品交換が行
われました。

→神原清館長からの
説明が行われた後、
ビデオ上映も行われ、
訪問団は熱心に聴い
ていました。↑思い思いの絵

を書く子どもた
ち

←流れてくるそ
うめんを一生懸
命つかみます。

←岡崎嘉平太氏
の肖像画の前で
パチリ
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吉
備
中
央
町
小
学
校
水
泳
記
録
会

　

7
月
30
日
、
円
城
小
学
校
で
吉
備
中
央
町
小
学
校
水
泳
記

録
会
（
主
催
＝
町
教
育
研
修
所
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
録
会
に
は
、
町
内
９
小
学
校
か
ら
５
、６
年
生
の
児
童

１
５
１
名
が
参
加
。
各
学
年
の
男
女
別
に
自
由
形
、平
泳
ぎ
、

リ
レ
ー
な
ど
の
５
種
目
で
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
参
加
し
た
児
童
た
ち
は
、真
夏
の
日
差
し
の
も
と
、

同
級
生
や
保
護
者
か
ら
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
自
分
の
力

を
す
べ
て
発
揮
し
よ
う
と
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
主
な
種
目
の
一
位
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
、
か
っ
こ
内
は
学
校
、（
新
）
は
新
記
録
）

【
50
ｍ
自
由
形
】

　

５
年
女
子　

菅す
が

野の　

朱あ
か

音ね

（
豊
野
）　　

45
秒
３

　

５
年
男
子　

草く
さ

地ち　
　

慶け
い

（
上
竹
荘
）　

42
秒
１（
新
）

　

６
年
女
子　

金か
な

森も
り　

小こ

遥は
る

（
御
北
）　　

42
秒
９

　

６
年
男
子　

森も
り

尾お　

岳が
く

叶と

（
上
竹
荘
）　

40
秒
６

【
50
ｍ
平
泳
ぎ
】　

　

５
年
女
子　

後ご

藤と
う　

芽め

生い

（
円
城
）　　

１
分
00
秒
６

　

５
年
男
子　

田た

中な
か　

佑ゆ
う

汰た

（
吉
川
）　　

１
分
05
秒
４

　

６
年
女
子　

難な
ん

波ば　

紗さ

代よ

（
吉
川
）　　

57
秒
８

　

６
年
男
子　

禰ね

元も
と　

健け
ん

太た

（
吉
川
）　　

57
秒
２

【
１
０
０
ｍ
自
由
形
】　

　

５
年
女
子　

菅す
が

野の　

朱あ
か

音ね

（
豊
野
）　　

１
分
46
秒
４

　

５
年
男
子　

森も
り

田た　

慎し
ん

平ぺ
い

（
大
和
）　　

１
分
49
秒
７（
新
）

　

６
年
女
子　

金か
な

森も
り　

小こ

遥は
る

（
御
北
）　　

１
分
45
秒
９

　

６
年
男
子　

抜ぬ
き

水み
ず　

　

翔か
け
る（

大
和
）　　

１
分
42
秒
７

【
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
】　

　

５
年
女
子　

後ご

藤と
う　

芽め

生い

（
円
城
）　　

２
分
12
秒
１

　

５
年
男
子　

桑く
わ

村む
ら　

太た
い

陽よ
う

（
吉
備
高
原
）
２
分
03
秒
８

　

６
年
女
子　

難な
ん

波ば　

紗さ

代よ

（
吉
川
）　　

２
分
04
秒
６

　

６
年
男
子　

谷た
に

口ぐ
ち　
　

柊し
ゅ
う（
吉
備
高
原
）
２
分
11
秒
７

【
２
０
０
ｍ
リ
レ
ー
】　

　

女
子　

　
　

林は
や
し

遥は
る
か

・
佐さ

さ々

木き

優ゆ

衣い

・
繁し
げ

元も
と

希ま

玲り
ん

・
金か
な

川が
わ

芽め

以い

（
大
和
）

�

３
分
09
秒
８

　

男
子

　
　

抜ぬ
き

水み
ず

翔か
け
る

・
堀ほ
り

琢た
く

磨ま

・
小お

倉ぐ
ら

優ひ
ろ

嬉き

・
孝こ
う

本も
と

勇は
や

人と

（
大
和
）

�

２
分
59
秒
０

お
か
や
ま
黒
ま
め
共
進
会
表
彰

　

８
月
20
日
、
勝
英
農
業
協
同
組
合
勝
央
支
店
で
お
か
や
ま

黒
ま
め
研
修
会
の
中
で
、
お
か
や
ま
黒
ま
め
共
進
会
入
賞
者

の
表
彰
が
行
わ
れ
、
菅す

が

野の

茂し
げ

實み

さ
ん
（
上
竹
）
が
、
作
付
面

積
10
ａ
以
上
50
ａ
未
満
の
部
で
最
優
秀
賞
（
県
知
事
賞
）
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
大
豆
の
出
荷
金
額
、
出
荷
数
量
、
大
粒
率
の
そ

れ
ぞ
れ
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
25
年
産
の
販
売
状
況
等
を
考
慮

し
審
査
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

受
賞
式
の
後
に
行
わ
れ
た
菅
野
さ
ん
の
事
例
紹
介
で
は

「
土
づ
く
り
、
排
水
対
策
、
防
除
に
よ
る
病
害
虫
対
策
が
大

切
で
、
今
後
も
基
本
に
忠
実
に
良
い
大
豆
を
作
り
た
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
次
の
方
々
も
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
作
付
面
積　

10
ａ
以
上
50
ａ
未
満
の
部
】

最
優
秀
賞
（
県
知
事
賞
）　

菅す
が

野の

茂し
げ

實み

（
上
竹
）

優
良
賞
（「
お
か
や
ま
黒
ま
め
共
進
会
」
会
長
賞
）　

藤ふ
じ

田た

純じ
ゅ
ん

一い
ち

（
田
土
）

奨
励
賞
（「
お
か
や
ま
黒
ま
め
共
進
会
」
会
長
賞
）　

�

藤ふ
じ

田た

米よ
ね

松ま
つ

（
上
竹
）・
菅す
が

野の

信の
ぶ

男お

（
上
竹
）

特
別
賞
（「
お
か
や
ま
黒
ま
め
共
進
会
」
会
長
賞
）　

藤ふ
じ

田た

照て
る

廣ひ
ろ
（
田
土
）

【
作
付
面
積　

50
ａ
以
上
の
部
】

優
良
賞
（「
お
か
や
ま
黒
ま
め
共
進
会
」
会
長
賞
）　

安や
す

田だ

賢け
ん

二じ

（
竹
荘
）

奨
励
賞
（「
お
か
や
ま
黒
ま
め
共
進
会
」
会
長
賞
）　

早は
や

川か
わ

武た
け

明あ
き

（
上
竹
）

子
ど
も
と
本
を
む
す
ぶ
講
座（
全
３
回
）

　

７
月
19
日
、
ハ
ー
ト
オ
ブ
お
か
や
ま
会
館
で
、
子
ど
も
と

本
を
む
す
ぶ
講
座（
主
催
＝
町
図
書
館
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
家
庭
や
学
校
、
地
域
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
多
く
の
場
面
で
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
る
大
人
を
対
象

に
、
本
が
支
え
る
子
ど
も
の
豊
か
な
育
ち
を
考
え
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
、
14
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
岡
山
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
研
究
会
代
表
の

筒つ
つ

井い

悦え
つ

子こ

さ
ん
が
「
絵
も
字
も
な
く
人
の
心
に
残
り
続
け
、

無
数
の
語
り
手
と
聞
き
手
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
昔
話
を
子

ど
も
た
ち
が
聴
く
こ
と
に
よ
っ
て
、自
分
で
考
え
、想
像
し
、

脳
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
参
加
し
た
土ど

井い

美み

知ち

枝え

さ
ん
（
竹
荘
）
は
「
講
座

を
受
講
し
て
、
今
ま
で
思
っ
て
い
た
こ
と
を
よ
り
深
く
掘
り

下
げ
て
勉
強
で
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
、
絵
本
や
昔
話
を

見
つ
め
直
す
機
会
に
な
り
ま
し
た
」
と
感
想
を
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

７
月
22
日
、
豊
野
公
民
館
で
、
交
通
安
全
の
集
い
（
主
催

＝
同
公
民
館
・
交
通
安
全
協
会
豊
野
支
部
）
が
行
わ
れ
、
地

域
住
民
や
交
通
安
全
協
会
豊
野
支
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
豊

野
保
育
園
園
児
な
ど
約
70
名
が
参
加
し
、
事
故
防
止
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
事
故
の
加

害
者
に
も
被
害
者
に
も
な
ら
な
い
よ
う
、
思
い
や
り
の
あ
る

交
通
マ
ナ
ー
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

は
じ
め
に
、
豊
野
駐
在
所
の
岡お

か

勝か
つ

己み

さ
ん
が
「
夜
間
の
外

出
時
は
明
る
い
服
装
を
心
が
け
、
反
射
材
を
活
用
す
る
。
道

路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
注
意
し
て
最
短
距
離
を
わ
た
る
よ

う
心
掛
け
る
。
運
転
す
る
場
合
は
、
集
中
し
て
安
全
確
認
を

確
実
に
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
交
通
全
協
会
の
活
動
紹
介
が
行
わ
れ
た
あ
と
、

保
育
園
園
児
の
歌
、
バ
イ
オ
リ
ン
、
マ
リ
ン
バ
、
ピ
ア
ノ
の

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
「
フ
ウ
ゴ
」
に
よ
る
童
謡
な
ど
の

演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
全
員
で
合
唱
を
行
い
、
参
加
者
は
元
気
な
声
で

一
緒
に
歌
い
ま
し
た
。

　

7
月
20
日
、
親
子
ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
（
主
催
＝
幼
稚
園
Ｐ

Ｔ
Ａ
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
場
と
機
会
を
通
し

て
、
よ
り
よ
い
家
庭
環
境
と
親
子
の
絆
を
築
く
と
と
も
に
、

健
や
か
な
子
ど
も
の
成
長
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

さ
れ
た
も
の
で
、
同
園
園
児
と
そ
の
保
護
者
約
70
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
御
北
幼
稚
園
で
、
夏
休
み
の
過
ご
し
方
を
保

護
者
が
人
形
劇
で
説
明
す
る
と
、
園
児
は
大
き
な
声
で
返
事

を
し
な
が
ら
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
会
場
を
御
北
小
学
校
体
育
館
に
移
し
て
行
わ
れ

た
、
親
子
ゲ
ー
ム
「
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト
」
で
は
、
元
気

い
っ
ぱ
い
子
ど
も
達
の
歓
声
が
体
育
館
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
長
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
長
田
ふ
れ
あ
い

の
里
に
よ
る
流
し
手
打
ち
う
ど
ん
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者

は
流
れ
て
く
る
う
ど
ん
を
す
く
い
取
っ
て
お
い
し
そ
う
に
ほ

お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
の
集
い

御
北
幼
稚
園
親
子
ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
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８
月
８
日
、
宇
甘
渓
自
然

公
園
広
場
で
夏
休
み
恒
例
の

第
27
回
宇
甘
渓
夏
祭
り
（
主

催
＝
宇
甘
渓
を
き
れ
い
に
す

る
会
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
同
会
の
会
員

と
商
工
会
に
よ
る
焼
き
そ
ば

や
焼
き
鳥
、
ア
ユ
の
塩
焼
き

な
ど
の
模
擬
店
が
並
び
、
子

ど
も
向
け
に
ス
ー
パ
ー
ボ
ー

ル
す
く
い
な
ど
も
行
わ
れ
、

会
場
は
多
く
の
家
族
連
れ
な

ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

毎
年
好
評
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
の

た
め
特
設
テ
ン
ト
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
、会
場
は
参
加
者
の
熱
気
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
抽
選
会
も
行
わ
れ
、
来
場
者
は
夏
の
夜
の
ひ
と
と
き

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
11
日
、
下
竹
荘
公
民
館

で
、
町
長
さ
ん
と
語
る
会
（
主

催
＝
田
土
老
人
ク
ラ
ブ
元
気

会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
に
は
同
会
員
27
名
が
参

加
。
は
じ
め
に
、
山
本
町
長
に

よ
る
講
演
が
行
わ
れ
、
新
た
な

財
源
の
確
保
や
定
住
促
進
な
ど

の
主
要
施
策
の
報
告
、
地
域
の

方
々
へ
の
各
種
事
業
に
対
す
る

ご
理
解
と
ご
協
力
の
お
願
い
、

質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、毛も

う

利り

政た
だ
し

さ
ん
（
下
加
茂
）
に
よ
る
講
演
で
は
「
地

域
の
つ
な
が
り
が
大
切
で
す
。些
細
な
地
域
の
つ
な
が
り
が
、

こ
の
町
を
元
気
に
し
て
い
く
た
め
の
土
台
の
一
部
分
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
自
身
の
教
員
時
代
の
体
験
な

ど
を
交
え
な
が
ら
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
簡
単
な
英
語
の
授
業
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
真
剣

に
授
業
を
聴
い
て
い
ま
し
た
。

　

7
月
27
日
、
長
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
お
ふ
く
の
方
さ

ま
顕
彰
ま
つ
り
（
主
催
＝
お
ふ
く
の
方
さ
ま
顕
彰
会
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
岡
山
城
主
宇
喜
多
秀
家
の
生
母
で
あ
る
「
お
ふ

く
の
方
さ
ま
」
が
、
備
前
国
津
高
郡
下
土
井
村
（
現
在
の
大

字
下
土
井
）
に
隠
れ
住
ん
で
い
た
と
い
う
由
来
を
後
世
に
伝

え
る
と
と
も
に
、
地
域
の
親
睦
や
ゆ
か
り
の
あ
る
地
域
の
関

係
者
と
の
交
流
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

ま
つ
り
で
は
、
岡
山
市
観
光
大
使
の
「
宇
喜
多
秀
家
」
と

側
室
で
あ
る
「
豪
姫
」
と
の
記
念
撮
影
や
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
ス
ケ
ッ
チ
、伝
承
関
係
者
と
の
懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
岡
山
大
学
の
三さ

い

枝ぐ
さ

誠ま
さ

行ゆ
き

さ
ん
に
よ
る

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
講
座
や
お
ふ
く
の
方
さ
ま
に
ち
な
ん
だ
ク
イ

ズ
大
会
も
開
催
さ
れ
、
最
後
は
長
田
ふ
れ
あ
い
の
里
に
よ
る

手
打
ち
う
ど
ん
が
振
る
舞
わ
れ
る
な
ど
、
参
加
者
は
ま
つ
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。

お
ふ
く
の
方
さ
ま
顕
彰
ま
つ
り

宇
甘
渓
夏
祭
り

町
長
さ
ん
と
語
る
会

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不

　

当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務
の
相
談

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す

※
匿
名
で
の
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

※�

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
当
日
受
付
可
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

10
月
の
行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相

談
）
を
次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日時 平成26年10月23日（木）
午前９時～正午

会場 下竹荘公民館 加茂川総合
福祉センター

相談
内容

行政相談
人権相談
福祉相談

行政相談
福祉相談

【お問い合わせ先】
　住民課　戸籍住民班� ☎ 0866-54-1316
　㈳社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎ 0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎ 0867-34-1522

日
　
　
時

会
　
　
場

平
成
26
年
10
月
７
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

賀
陽
庁
舎相

談
室

平
成
26
年
10
月
21
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

加
茂
川
庁
舎相談

室

　
　
消
費
生
活
相
談
会

お
困
り
で
は
な
い
で
す
か
？

年
金
相
談
会

　

内
容　

��

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る

年
金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本

年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職

　

ご
参
加
く
だ
さ
い

鳥
獣
害
被
害
防
止
研
修
会
の

�

開
催
に
つ
い
て

６
次
産
業
化
※
・

�
農
商
工
連
携
相
談
会

　

町
内
に
お
い
て
も
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
被
害
は
年
々
拡
大
す
る
な
ど
深
刻
な
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

防
護
柵
の
設
置
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
な
ど

被
害
軽
減
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
今
後
さ
ら

に
被
害
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
防
護
対
策
の
正
し
い
知
識
と
技

術
の
定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
「
鳥
獣
害

被
害
防
止
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

町
内
で
開
催
さ
れ
る
有
意
義
な
研
修
会
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【�

参
加
申
込
】
10
月
14
日
㈫
ま
で
に
電
話
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先
】

　

農
林
課　

林
業
振
興
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
８

　

農
業
の
６
次
化
を
目
指
し
た
い
方
、
農
商

工
連
携
に
取
り
組
み
た
い
方
を
対
象
に
「
６

次
産
業
化
・
農
商
工
連
携
相
談
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
岡
山
県
６
次
産
業
連
携
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
職
員
を
講
師
に
招
き
、

６
次
産
業
化
の
概
要
や
農
商
工
連
携
の
仕
組

み
、
各
補
助
制
度
な
ど
の
説
明
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

参
加
費
は
無
料
で
す
の
で
皆
さ
ま
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
平
成
26
年
11
月
14
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

【
会
場
】
吉
備
中
央
町
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

【�

参
加
申
込
】
10
月
31
日
㈮
ま
で
に
電
話
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
６
次
産
業
化
と
は

　

�

農
林
漁
業
に
従
事
さ
れ
る
方
が
、
地
域
で

生
産
（
１
次
産
業
）
さ
れ
た
農
林
水
産
物

を
素
材
と
し
て
製
品
加
工
（
２
次
産
業
）

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
製
品
価
値
を
高
め
、

流
通
・
販
売
（
３
次
産
業
）
ま
で
を
行
う

こ
と
。

　

�

６
次
産
業
化
に
よ
り
、
農
林
水
産
業
の
総

合
産
業
化
を
図
る
こ
と
で
、
所
得
の
増
大

や
雇
用
の
場
の
創
出
を
図
り
、
地
域
活
性

化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

農
林
課　

農
業
振
興
班　

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
８

員
が
お
答
え
し
ま
す
。

＊
予
約
受
付
に
つ
い
て

　

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

日
　
　
時

会
　
　
場

平
成
26
年
10
月
16
日
㈭

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

吉
備
高
原
総
合

調
整
事
務
所

日程
平成26年10月15日㈬

午前10時30分～ 午後１時30分～

会場 竹部地内
竹部上集落

吉備プラザ
３階ホール

（吉川4860-6）

内容

現地指導
防護柵の正しい
設置方法と維持
管理について

講演
地域ぐるみの鳥
獣被害対策につ
いて

講師
農林水産省野生鳥獣被害対策
アドバイザー　服

はっとりよしかず
部義和氏　



　平成26年度の地方税法の一部改正により、原動機付自転車、小型特殊自動車、軽２輪及び２輪の小型自動車の税率が平
成27年度から引き上げとなります。
　ただし、３輪以上の軽自動車は、平成27年４月１日以降に初めて車両番号の指定を受けた軽自動車から税率が引き上げ
となります。
　また、グリーン化を進める観点から、賦課期日（毎年４月１日）に、初めて車両番号の指定を受けてから13年を超える
３輪以上の軽自動車（最初に車両番号の指定を受けてから14年を経過した月の属する年度以降の３輪以上の軽自動車）の
税率は、平成28年度から引き上げとなります。
税率変更の内容
（１）原動機付自転車及び２輪車等

（２）軽自動車（３輪・４輪以上の車両）

軽自動車税申告書の記入について（お願い）
　軽自動車税は、軽自動車税申告書に基づいて課税をしておりますが、適正な課税を行うため、申告書には
住所、氏名、フリガナ及び生年月日（法人の場合は、記入不要です）を必ず記入してくださいますようお願
いします。
※記入にあたっての注意点
　・個人の氏名の場合、氏と名の間は１字あけて記入してください。
　・法人の名称の場合、法人格と法人名の間は１字あけて記入してください。（法人格は省略可）
　・�外国人の方などで、和暦がわからないときは西暦でも良いので必ず記入してください。（例：1968年１

月17日）
廃車および所有者変更の手続きについて
　軽自動車税は、毎年４月１日現在で軽自動車等を所有（登録）されている方に対して課税されます。廃車
や名義変更は３月末までには手続きをお願いします。
　なお、毎年３月は、（一社）全国軽自動車協会連合会岡山事務所や岡山運輸支局が大変混雑しますので、
お早めに手続きをお願いします。

■役場からのお知らせ ■役場からのお知らせ
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ご
存
じ
で
す
か
？

　

お
知
ら
せ
し
ま
す

医
療
費
公
費
負
担
制
度
に
つ
い
て

法
人
町
民
税
の
法
人
税
割

�
税
率
改
正
に
つ
い
て

　

こ
の
制
度
は
、
医
療
機
関
等
で
診
療
を
受

け
た
と
き
、
医
療
費
の
自
己
負
担
分
が
助
成

さ
れ
る
も
の
で
、
町
へ
の
申
請
に
よ
り
受
給

資
格
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
制
度
の
対
象

者
で
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

○
岡
山
県
小
児
等
医
療
費
公
費
負
担
制
度

［
対
象
者
］

　

①�

中
学
校
３
年
生
ま
で
の
乳
幼
児
及
び
児

童
・
生
徒

　

②�

吉
備
中
央
町
に
住
民
票
が
あ
り
、
高
校

等
（
高
等
学
校
、中
等
教
育
学
校
、高
等

専
門
学
校
、高
等
専
修
学
校
、特
別
支
援

学
校
高
等
部
）
に
在
学
さ
れ
て
い
る
方

（
満
18
歳
に
達
す
る
年
度
の
末
日
ま
で
）

※�

高
校
生
に
つ
い
て
は
、
受
給
資
格
証
は
交

付
さ
れ
ま
せ
ん
。給
付
を
受
け
る
場
合
は
、

事
前
に
資
格
登
録
申
請
が
必
要
で
す
。

※�

資
格
登
録
後
は
、
月
ご
と
に
ま
と
め
て
医

療
費
給
付
申
請
書
と
請
求
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、領
収
書
を
添
え
て
提
出
し
ま
す
。

○�

岡
山
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
公
費
負

担
制
度

［
対
象
者
］

　

①�

ひ
と
り
親
（
父
子
・
母
子
）
家
庭
の
親

及
び
児
童
父
母
の
い
な
い
児
童

　

②�

父
母
の
い
な
い
児
童
を
養
育
し
て
い
る

配
偶
者
の
な
い
者

※�

対
象
者
に
所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い

場
合
の
み
該
当
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
保
健
課　

医
療
保
険
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
２
６

○�

岡
山
県
心
身
障
害
者
医
療
費
公
費
負
担
制
度

［
対
象
者
］

　

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
又
は
２
級
の
方

　

②�

身
体
障
害
者
手
帳
３
級
の
方
で
、
か
つ

療
育
手
帳
Ｂ
（
中
度
）
の
方

　

③
療
育
手
帳
Ａ
の
方

※�

65
歳
以
上
で
新
た
に
該
当
し
た
場
合
は
給

付
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
所
得
に

よ
り
該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
福
祉
課　

障
害
福
祉
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
７

　

税
制
改
正
に
よ
り
、
平
成
26
年
10
月
１
日

以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
分
か
ら
、
法
人

町
民
税
の
法
人
税
割
の
税
率
が
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。

○�

平
成
26
年
９
月
30
日
ま
で
に
開
始
し
た
事

業
年
度
の
法
人
税
割
…
14
・
７
％

○�

平
成
26
年
10
月
1
日
以
後
に
開
始
す
る
事

業
年
度
の
法
人
税
割
…
12
・
１
％

※�

平
成
26
年
10
月
１
日
以
後
に
開
始
す
る
最

初
の
事
業
年
度
の
予
定
申
告
額
に
つ
い

て
、
法
人
税
割
は
前
年
度
の
法
人
税
割
額

の
4.7
／
12（
通
常
は
6
／
12
）と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
税
務
課　

課
税
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
５

特定外来生物 を知っていますか？③
シリーズ

ブルーギル編特定外来生物とは？
　もともとその地域にいなかったのに、人間活動によって他地域から入ってきた生物の中で、生態系、人の生命・
身体、農林水産業へ被害を及ぼす恐れがあるものとして「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関す
る法律」により、指定された生物のことです。

●分　布　
　�　アメリカ合衆国東部、メキシコ東部原産。日本全国に分布。
岡山県では全域にみられ、特に中部と南部に多くみられます。
●特　徴
　�　体長20㎝程度で体は左右に平べったい。
　�　“ブルーギル”とは“青い鰓（えら）”という意味で、鰓ぶ
たの後端の濃紺色の斑に由来します。
　�　流れの緩やかな河川や湖沼に生息し、繁殖期は５月から７月です。小型の在来魚や仔稚魚、水生
昆虫等を直接捕食し、繁殖力が強いことから爆発的に増殖することもあり、生態系に甚大な影響を
与えると考えられています。

　このような特定外来生物は、飼育や保管、運搬、販売、野外に放つことなどが禁止されており、違
反すると罰金などが科せられる場合があります。
　ブルーギルもオオクチバス（広報きびちゅうおう９月号掲載）と同様、釣ったら原則として殺処分と
なります。処分については、他人の迷惑にならないようその場に放置せず持ち帰り処分してください。
　　参考…外来生物法（環境省ホームページ）　http://www.env.go.jp/nature/intro/index.html

【お問い合わせ先】　住民課　生活環境班　☎０８６６－５４－１３１６

軽自動車税の税制改正等についてのお知らせ

種　　　別 税　率（年額）
平成26年度まで 平成27年度から

原動機付自転車

50cc 以下 1,000円 2,000円
50cc 超90cc 以下 1,200円 2,000円
90cc 超125cc 以下 1,600円 2,400円
ミニカー 2,500円 3,700円

小型特殊自動車 農耕作業用のもの 1,600円 2,400円
その他のもの 4,700円 5,900円

軽２輪 125cc 超250cc 以下 2,400円 3,600円
2輪の小型自動車 250cc 超 4,000円 6,000円

種　　　別

税　　　率（年額）
①平成27年３月31
日以前に初期登録※

を受けた車両（現行
税率に同じ）

②平成27年４月１
日以後に初期登録※

を受けた車両（平成
27年度から）

③初期登録※から13
年を超える車両（平
成28年度から）

軽自動車

３輪のもの 3,100円 3,900円 4,600円

４輪以上のもの
乗　用 営業用 5,500円 6,900円 8,200円

自家用 7,200円 10,800円 12,900円

貨物用 営業用 3,000円 3,800円 4,500円
自家用 4,000円 5,000円 6,000円

※初期登録…初めて道路運送車両法第60条第１項後段の規定による車両番号の指定を受けたものをいいます。

【申告窓口】※車種により手続き先が異なりますので、ご注意ください。
車　　種 手　続　き　先

軽自動車（軽三輪・軽四輪） （一社）全国軽自動車協会連合会岡山事務所
（岡山市北区久米178番地３）☎086-245-5800

125cc 以上の二輪車

軽二輪
（125cc 超250cc 以下）

岡山県自動車整備商工組合（岡山市中区藤原25番地）
☎050-5540-2072

二輪の小型自動車
（250cc 超）

中国運輸局岡山運輸支局（岡山市中区藤原24番地１）
☎050-5540-2072

原動機付自転車・小型特殊自動車 住民課、加茂川総合事務所、吉川支所、大和支所、井原出張所

【お問い合わせ先】　税務課　課税班　☎０８６６－５４－１３１５



　予防接種法の改正により、平成26年10月１日から以下の予防接種が定期接種となります。接種対象者
の方には９月下旬に個別通知します。

１．成人用肺炎球菌
　●対象者、自己負担額、接種方法

２．水痘（水ぼうそう）予防接種
　いままで接種をされたことがない方や、水痘にかかったことがない方は、予防
接種を受けましょう。
　●対象年齢…生後12月～生後36月
　　※�平成27年３月31日までは経過措置として、生後36月から生後60月の方も１

回のみ接種できます。
　●自己負担額　無料
　●接種方法…３ヶ月以上の間隔をおいて合計２回接種。
　　※�過去に水痘にかかったことがある方、また自費で水痘の予防接種を受けた

ことがある方は対象外になります。ただし、自費で１回のみ接種された方は、
２回目が無料となります。

【お問い合わせ先】　保健課　地域保健班　☎０８６６－５４－１３２６

■役場からのお知らせ ■役場からのお知らせ
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高齢者へのインフルエンザ予防接種
が始まります

　10月１日から、高齢者へのインフルエンザ予防接種助成事業を下記のとおり行います。

　接種期間　　平成26年10月１日（水）～平成27年１月31日（土）
　　　　　　　　※�ワクチンが十分な効果を維持する期間は接種後約２週間後から約５ヵ月間とさ

れています。
　対 象 者
　　�　吉備中央町に住民票があり、接種日に満65歳以上の方と、満60歳以上65歳未満の方で、心
臓、じん臓又は呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限される程度の障害を有
する方、及びヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障
害を有する方（概ね身体障害者手帳１級をお持ちの方）が対象です。

　自己負担金　　※年度１回の接種のみ助成いたします。
　　対象者で生活保護世帯の方　　無　料（事前に助成券を配布します。）
　　対象者で上記以外の方　　　　１，６００円

　接種場所
　　�　吉備中央町と委託契約を結んだ町内の医療機関（別表１）及び県内医療機関（相互乗り入れ
参加医療機関のみ）

　町内の一般来院受入医療機関　　　　　� 別表１　H26.9月現在
医療機関名 所　在　地 電話番号

加茂川診療所 吉備中央町下加茂1103－8 0867－34－1661
塚本内科医院 吉備中央町円城855 0867－34－0037
吉備中央町新山診療所 吉備中央町尾原508 0867－35－9977
木戸医院 吉備中央町上竹584－3 0866－54－1221
賀陽クリニック 吉備中央町湯山1003－1 0866－54－1519
ももたろう吉備高原クリニック 吉備中央町吉川7531 0866－56－6311
吉備高原ルミエール病院 吉備中央町宮地3336－15 0866－55－5331

　手続き、持参品
　　接種を希望される方は医療機関に予約をして、接種を受けてください。
　　予診票は、各医療機関に置いています。
　　住所、年齢の確認のできる医療保険被保険者証等をご持参ください。

　ワクチン接種に当たって効果とリスクについて
　　�　ワクチン接種は多くの方々に重症化予防というメリットをもたらしますが、接種後、はれた
り、熱が出るなどの症状が出るケースもあり、まれではありますが、重篤な症状を引き起こす
可能性もあります。この点をご理解いただいたうえで、個人の判断により接種を受けてください。

　　※�64歳以下の方への助成は行っておりませんが、インフルエンザへの予防対策とまん延防止
の観点から64歳以下の方も予防接種を受けることをお勧めいたします。

【お問い合わせ先】　保健課　地域保健班　☎０８６６－５４－１３２６

　

ご
注
意
く
だ
さ
い

違
法
な
不
用
品
回
収
業
者
を

�
利
用
し
て
い
ま
せ
ん
か
！

　

廃
家
電
（
不
要
に
な
っ
た
家
電
製
品
）

を
、
軽
四
ト
ラ
ッ
ク
で
の
巡
回
や
チ
ラ
シ
の

配
布
、
空
き
地
を
利
用
し
た
無
許
可
の
不
用

品
回
収
業
者
を
利
用
し
て
処
分
し
て
い
ま
せ

ん
か
？

　

ご
家
庭
か
ら
廃
家
電
な
ど
の
廃
棄
物
を
回

収
す
る
に
は
、
市
区
町
村
の
「
一
般
廃
棄
物

収
集
運
搬
業
許
可
」や
委
託
が
必
要
で
す
が
、

こ
の
よ
う
な
不
用
品
回
収
業
者
の
ほ
と
ん
ど

は
無
許
可
の
違
法
業
者
で
す
。

　

違
法
な
不
用
品
回
収
業
者
に
よ
っ
て
回
収

さ
れ
た
廃
家
電
の
多
く
が
、
国
内
外
で
不
法

投
棄
や
不
適
正
に
処
理
さ
れ
、
環
境
被
害
や

火
災
等
が
発
生
し
て
お
り
、
ま
た
、
無
料
回

収
と
言
い
な
が
ら
、
実
際
に
は
高
額
な
費
用

を
請
求
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
安

易
に
無
許
可
業
者
を
利
用
せ
ず
、
適
正
な
処

分
を
お
願
い
し
ま
す
。
処
分
の
方
法
に
つ
い

て
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
「
ゴ
ミ
分
別

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
機
器

（
テ
レ
ビ
、エ
ア
コ
ン
、冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、洗

濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
）
は
、
メ
ー
カ
ー
等
に

リ
サ
イ
ク
ル
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
、併
せ
て
、

消
費
者
は
リ
サ
イ
ク
ル
に
協
力
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
買
い
求
め
先
の
家

電
小
売
店
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

生
活
環
境
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

予防接種のお知らせ

定期接種 任意接種
対 象 者 ①�平成26年度中に65、70、75、80、85、90、95

歳になる方及び100歳以上の方。
②�満60歳以上65歳未満の方で、心臓、じん臓
もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウ
イルスによる免疫の機能に障害を有する方。
以後５年間同基準で対象者へ通知します。

75歳以上で左記以外の方または人工透析者
または慢性呼吸器疾患者

自己負担額 3,000円 接種費用から3,000円を引いた額
接 種 方 法 役場が送付した「予防接種券（定期）」を医療

機関へ提出
事前に役場へ申請し、「予防接種券」を医療
機関へ提出

※�過去に市町村の助成を利用して、または自費で成人用肺炎球菌の予防接種を受けたことがある方は対象外
となります。なお、既存の吉備中央町肺炎球菌予防接種事業（任意接種）も継続します。
※生活保護世帯の方は、どちらの場合も自己負担額はありません。
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子ども・子育て支援計画策定ニーズ調査の結果について報告します
　吉備中央町子ども・子育て支援事業計画における「量の見込み」を算出するため、就学前児童（０～５歳児）
及び小学校児童（１～３年生）の保護者の教育・保育・子育て支援に関する「現在の利用状況」や「今後の
利用希望」を把握するためにアンケート調査を実施しました。

　今回の調査結果から、教育・保育の量の見込みについては、若干人数が減少するものの、現在の状況と変
わらない推計となっています。本ニーズ調査においても、各地域にある保育園、幼稚園の統廃合については、
仕方ないとする意見が5割を占める一方で、小学校区１施設を希望する意見も多数を占めています。しかし、
幼稚園入園児童は、１園定員60名に対して３園で20名以下と少なくなっています。
　幼稚園と保育園が一体となった施設「認定こども園」については､ 内容などの周知が進む中で設置の希望
が高くなる可能性もあります。
　今後は、保育サービスの充実を進めていく上で、ニーズをくみ取りながら保育園、幼稚園の統廃合や「認
定こども園」の設置の検討も必要となってきます。
　また、就労を希望する保護者が増加しており、仕事と生活の調和を実現するためにもニーズに応じた保育
サービスを提供することも求められています。��

【お問い合わせ先】　保健課　子育て支援班　☎０８６６－５４－１３２６

調　　査　　方　　法

調　査　結　果（ニーズ調査報告書抜粋）

　対象年齢児童の保護者にアンケート調査を郵送にて配布し実施。
配布数 回収数 有効回答率

就学前児童調査 315 203 64.4%
小学校児童調査 224 164 73.2%

①保護者として通わせたい（通わせたかった）施設

②幼稚園・保育園の将来的な統廃合について

③吉備中央町において適当と思われる施設数

0

20

40

60

1 2 3 4 5

就学前児童

小学校児童

1. 幼稚園　2. 保育園　3. 保育園・幼稚園以外（保育園と幼稚園が一体となった）施設　4. その他　5. 無回答

1. 現在の施設数を維持してほしい　　2. 統廃合も仕方ない　　3. その他　　4. 無回答

1. 町内に1施設　2. 賀陽・加茂川地域に各1施設　3. 小学校区に各1施設　4. その他　　5. 無回答

0

20

40

60

1 2 3 4

就学前児童

小学校児童

0

20

40

60

80

1 2 3 4 5

就学前児童

小学校児童

％

％

％
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訪
問
看
護
体
験
研
修
会

参
加
者
募
集

法
の
日
週
間
行
事
に
つ
い
て

相　

談

募　

集

　

在
宅
看
護
に
興
味
の
あ
る
方
、
復
職
を
考

え
て
い
る
方
、
あ
な
た
の
地
域
で
訪
問
看
護

を
体
験
し
ま
せ
ん
か
？　

岡
山
県
・
岡
山
県

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
連
絡
協
議
会
で

は
、体
験
研
修
会
の
参
加
者
を
募
集
中
で
す
。

【
対
象
】

　

訪
問
看
護
に
興
味
が
あ
る
看
護
師
免
許
証

　

保
有
者

【
定
員
】
15
名

【
研
修
会
の
内
容
・
開
催
日
時
】

○
１
日
目　

講
義
・
情
報
交
換
会

　
　
「
訪
問
看
護
に
つ
い
て
」

　

日
時　

平
成
26
年
10
月
30
日
㈭

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
０
時
30
分

　

会
場　

総
社
市
サ
ン
ロ
ー
ド
吉
備
路

　
　
　
　
　
（
総
社
市
三
須
２
８
５

－
１
）

○
２
日
目　

訪
問
看
護
1
日
体
験

　

日
時　

１
日
目
終
了
後
１
ヶ
月
以
内

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

　

会
場　

�

岡
山
県
内
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
お
住
ま
い
の
近
く
）
に

て
行
い
ま
す
。

　
　
　

※
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
締
め
切
り
】
平
成
26
年
10
月
15
日
㈬

【
お
申
し
込
み
方
法
】　

　

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】

　

火
～
金　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

※
た
だ
し
、
盆
・
年
末
年
始
は
休
み

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

〒
７
０
０

－

０
８
０
５

　

岡
山
市
北
区
兵
団
４

－

39

　

岡
山
県
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
連
絡
協

　

議
会
（
担
当
：
亀
川
）

�

☎
０
８
６

－

２
３
８

－

６
６
８
８

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
…
小
学
生
》 

黒
瀬　
嘉
子
選
（
投
句
者
82
名
）

「
三
光
」

　

人　
今
日
の
汗
惜
し
ま
ず
流
し
待
つ
あ
し
た�

山
本　

茉
生

　

地　
人
一
倍
努
力
の
汗
を
流
そ
う
よ�

阿
部　

平
良

　

天　
親
切
へ
な
が
し
て
る
汗
美
し
い�

海
士
部
あ
き
こ

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
…
中
学
生
》 

黒
瀬　
嘉
子
選
（
投
句
者
120
名
）

「
三
光
」

　

人　
人
助
け
流
れ
る
汗
を
見
習
お
う�

野
瀬　

桃
佳

　

地　
汗
流
し
働
い
た
金
宝
石
だ�

寺
川　

和
亜

　

天　
幸
せ
は
汗
か
い
た
分
や
っ
て
く
る�

近
久　

実
夢

《
一
般
の
部
》 

平
山　
三
鶴
選
（
投
句
者
28
名
）

「
佳
吟
」

　
　
　

働
い
た
汗
に
感
謝
で
今
日
も
暮
れ�

早
原
登
美
子

　
　
　

堪
え
忍
び
汗
は
語
ら
ぬ
床
柱�

平
井　

綾
子

　
　
　

真
っ
直
ぐ
に
歩
い
た
汗
が
今
光
る�

黒
瀬　

嘉
子

　
　
　

汗
に
ぬ
れ
た
だ
働
い
た
母
思
う�

田
中　

敦
子

　
　
　

汗
拭
い
部
活
頑
張
る
過
疎
の
星�

小
川
美
江
子

「
三
光
」

　

人　
血
と
汗
の
雫
の
し
み
が
あ
る
昭
和�

宮
脇　

和
恵

　

地　
汗
び
っ
し
ょ
り
着
替
え
た
服
は
陽
の
匂
い�

小
林　

幸
子

　

天　
天
と
地
と
汗
に
感
謝
の
穂
が
た
れ
る�

海
士
部
節
子

＊10月の課題は「朝」、11月の課題は「弁当」です。
　投句の方法…�はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－９　津賀公民館放送川柳係
　までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

◆�町内皆さまのご参加をお待ちして
います。

　�毎月第３木曜日に円城公民館（総
合福祉センター）へ５首までを持
参。合評・互選などをしています。

町内に
在住在勤の方は

どなたでも
応募できます。

古
里
の
山
は
栗
の
花
盛
り
白
き
花
花
散
り
敷
く
頃
か�

土
居　

於
栄

歩
道
橋
渡
る
に
難
儀
す
ぐ
そ
こ
に
見
え
て
る
町
の
も
ど
か
し
き
か
な�

土
居　

照
代

眠
ら
れ
ぬ
こ
ん
な
一
夜
も
あ
っ
た
ろ
う
亡
母
を
偲
べ
ば
こ
お
ろ
ぎ
が
鳴
く�

河
内　

晶
子

見
る
者
は
わ
れ
よ
り
他
に
は
あ
ら
ざ
る
も
月
下
美
人
が
こ
の
時
を
咲
く�

難
波　

良
子

朝
一
番
眠
気
に
負
け
ず
記
入
す
る
夏
休
み
だ
け
の
朝
顔
日
記�

小
谷　

仁
美

長
雨
を
も
の
と
も
せ
ず
に
糸
と
ん
ぼ
川
面
を
二
匹
追
い
か
け
廻
す�

山
本　

豊
子

三
日
三
晩
干
し
た
る
梅
を
赤
じ
そ
に
漬
け
て
色
よ
し
吾
娘
に
持
た
せ
る�

国
只
由
紀
子

月
明
か
り
墨
絵
の
如
く
浮
か
び
い
る
松
の
小
枝
の
じ
っ
と
動
か
ず�

中
山　

文
恵

放
送
川
柳
　
平
成
26
年
８
月
秀
句　

題
「
汗
」（
津
賀
公
民
館
）

あ
ら
く
さ
短
歌
会�

（
円
城
公
民
館
）　

津
賀
公
民
館

�

☎
０
８
６
７

－

３
４

－

１
８
０
７

御
北
公
民
館

�

☎
０
８
６
７

－

３
５

－

０
５
５
０

豊
野
公
民
館

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

０
１
９
４

下
竹
荘
公
民
館

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

０
９
７
０

◎�

天
文
教
室
～
皆
既
月
食
を
み
よ
う
～

　

■
日
時
／
10
月
８
日
㈬

　
　
　
　
　

午
後
６
時
～
午
後
８
時
30
分

　

■
場
所
／
津
賀
公
民
館

　

＊
天
候
不
良
の
場
合
は
、
中
止
し
ま
す
。

◎�

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　
～
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
の
壁
掛
け
ア
レ
ン
ジ
～

　

■
日
時
／
10
月
25
日
㈯

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

　

■
場
所
／
津
賀
公
民
館

　

■
材
料
代
／
１
，５
０
０
円

　

■
持
参
品
／
は
さ
み

　

■
申
込
締
切
／
10
月
15
日
㈬

◎
新
山
う
た
ご
え
ク
ラ
ブ

　
～
御
北
幼
稚
園
児
と
一
緒
に
！
～

　

■
日
時
／
10
月
16
日
㈭

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

　

■
場
所
／
新
山
ほ
ほ
え
み
セ
ン
タ
ー

　

■
受
講
料
／
５
０
０
円

　

■
申
込
締
切
／
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

　
　

大
勢
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎�

秋
の
草
木
展

　

■
日
時
／
９
月
27
日
㈯
、
28
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
　
　
　

※
28
日
㈰
は
午
後
４
時
ま
で

　

■
場
所
／
豊
野
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

※�
27
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
、
豊
野
公
民
館

大
正
琴
ク
ラ
ブ
の
演
奏
も
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
公
民
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
絵
手

紙
展
も
同
時
開
催
い
た
し
ま
す
。

◎�

杉
玉
作
り
教
室

　

■
日
時
／
10
月
22
日
㈬

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
か
ら

　

■
持
参
品　

　
　

�

剪
定
ハ
サ
ミ
（
大
、
小
）、
剪
定
用
電

動
バ
リ
カ
ン
、
脚
立

　

※�

い
ず
れ
も
、
あ
る
人
は
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

　

■
会
費
／
５
０
０
円

※
定
員
10
人
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　

�

お
早
め
に
お
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま�

す
。

　

10
月
１
日
の
「
法
の
日
」
は
、
国
を
挙
げ

て
法
の
尊
重
、
基
本
的
人
権
の
擁
護
、
社
会

秩
序
の
確
立
の
精
神
を
高
め
る
た
め
の
日
と

し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
法
の
日
」
の
趣
旨
を
広
く
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

の
１
週
間
を
「
法
の
日
」
週
間
と
し
て
行
事

を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

1
無
料
法
律
・
人
権
相
談
所
の
開
設

　

土
地
、家
屋
、交
通
事
故
、金
銭
の
貸
借
、

離
婚
、
相
続
、
人
権
、
子
ど
も
の
非
行
・
人

権
、
登
記
な
ど
の
法
律
問
題
で
お
困
り
の
方

は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す

【
開
催
日
】
10
月
２
日
㈭

【
受
付
時
間
】

　

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

【
場　

所
】

　

岡
山
弁
護
士
会
館
2
階

　

岡
山
市
北
区
南
方
1

－

８

－

29

【
担　

当
】

　

岡
山
弁
護
士
会
、
岡
山
地
方
法
務
局

※�

当
日
は
、
駐
車
場
の
混
雑
が
見
込
ま
れ
ま

す
の
で
、
で
き
る
限
り
公
共
交
通
機
関
の

ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
市
北
区
南
方
１

－

８

－

42

　

岡
山
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係

�

☎
０
８
６

－

２
２
２

－

６
７
７
１

　
　

�

（
内
線
４
２
１
１
）

2
裁
判
員
裁
判
用
法
廷
の
見
学
、裁
判
の
傍
聴

　

裁
判
員
裁
判
用
法
廷
の
見
学
は
、
随
時
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。
事
前
に
人
数
や
時
間

に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
公
開
の
法
廷
に
お
け
る
裁
判
は
自

由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
傍
聴
席
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
団
体
で
の
傍
聴

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
市
北
区
南
方
１

－

８

－

42

　

岡
山
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
広
報
係

�

☎
０
８
６

－

２
２
２

－

６
７
７
１

�

（
内
線
３
２
２
２
）

3
検
察
庁
庁
舎
の
見
学

　

検
察
庁
庁
舎
の
見
学
に
つ
い
て
は
、
随
時

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
場
合

は
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
市
北
区
南
方
１

－

３

－

58

公
民
館
コ
ー
ナ
ー

　

岡
山
地
方
検
察
庁　

企
画
調
査
課

�
☎
０
８
６

－

２
２
４

－

５
８
６
７

法
務
局
休
日
相
談
所
開
設

　

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。

　

秘
密
厳
守
、
相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
開
設
日
時
】

　

平
成
26
年
10
月
５
日
㈰

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

【
会　

場
】

　

①
岡
山
地
方
法
務
局
本
局

　
　

岡
山
市
北
区
南
方
一
丁
目
３
番
58
号

　

②
岡
山
地
方
法
務
局
高
梁
支
局

　
　

高
梁
市
落
合
町
近
似
５
０
０
番
地
20

【
相
談
内
容
】

　

�

土
地
・
建
物
・
会
社
・
法
人
な
ど
の
登
記

手
続
、
土
地
の
境
界
問
題
、
遺
言
・
相
続

に
関
す
る
も
の
、
戸
籍
に
関
す
る
も
の
、

い
じ
め
・
Ｄ
Ｖ
・
差
別
・
虐
待
等
の
人
権

問
題
に
関
す
る
も
の

【
相
談
担
当
者
】

　

�

法
務
局
職
員
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調

査
士
及
び
人
権
擁
護
委
員

　

本
局
の
み
公
証
人
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

①
岡
山
地
方
法
務
局　

総
務
課

�

☎
０
８
６

－

２
２
４

－

５
６
５
６

　

②
岡
山
地
方
法
務
局
高
梁
支
局

�

☎
０
８
６
６

－

２
２

－

２
３
１
８
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高齢者の死亡事故が発生！！

【お問い合わせ先】　岡山北警察署　交通課　☎０８６ー７２４ー０１１０

無
料
調
停
相
談
会
開
設

献
体
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

「
え
せ
同
和
行
為
」を
排
除
し
ま

し
ょ
う

　

無
料
調
停
相
談
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

　

土
地
、
建
物
、
交
通
事
故
、
金
銭
貸
借
な

ど
の
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、ご
遠
慮
な
く
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

裁
判
所
の
調
停
委
員
が
ご
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
26
年
10
月
10
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
３
時（
受
付
時
間
）

【
会
場
】

　

高
梁
市
文
化
交
流
会
館

　
　
（
高
梁
市
原
田
北
町
１
２
０
３

－

１
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

高
梁
調
停
協
会
事
務
局

�

☎
０
８
６
６

－

２
２

－

２
０
５
１

　

献
体
と
は
、
死
後
、
自
身
の
遺
体
を
医
・

歯
学
生
の
解
剖
実
習
の
た
め
に
、
大
学
へ
無

償
で
提
供
す
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
大
切
な
学
問
の
た
め
に
遺
体
を
寄
贈

す
る
こ
と
は
「
よ
い
医
師
。
医
療
従
事
者
」

を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

と
も
し
び
会
（
岡
山
大
学
医
学
部
内
）

�

☎
０
８
６

－

２
３
５

－

７
０
９
２

　

同
和
問
題
を
口
実
に
し
て
、
高
額
な
書
籍

な
ど
の
購
入
強
要
や
不
当
な
金
銭
な
ど
を
要

求
す
る
「
え
せ
同
和
行
為
」
は
、
人
々
に
同

和
問
題
に
対
す
る
誤
っ
た
意
識
を
植
え
付

け
、
同
和
問
題
の
解
決
を
阻
害
す
る
大
き
な

要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
一
人
が
責
任
と
勇
気
を
持
っ

て
「
え
せ
同
和
行
為
」
を
断
固
と
し
て
拒
否

し
、
そ
の
排
除
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県　

人
権
施
策
推
進
課

�
☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
４
０
６

　吉備中央町内において、今年２件目の交通死亡事故が発生しました。
　交通事故の運転者・被害者は共に高齢者でした。
　交通事故の原因はわき見運転であり、しっかりと前を見て運転さえしていれば、防ぐことがで
きた事故でした。
　これから年末にかけて、夕暮れ時・夜間の交通事故が多発する傾向にあります。
　高齢者の関係する交通事故が町内で多発していることから、特に高齢者の方は、車両の運転や
道路歩行中など、交通安全には十分気をつけてください。

お
知
ら
せ

今すぐわが身を守るためにできること！
自転車利用者は！ 歩行者は！ 運転者は！ 同乗者は！

●大会事務局　☎（0866）56－8119　
●岡山北警察署　☎（086）724－0110

お問合わせ先
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図書館だより かもがわ図書館 ☎ 0867 -34 -1115
 0867 -34 -0401

ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866 -54 -1331
 0866 -54 -1311

10月号

出会いの
月号

扉
2014年

10月の休館日
9/30～8日臨時休館
13日　19日
20日　27日

《9/30 ㈫～ 10/８㈬》特別整理期間

＜一般書＞　�
　多様な気候が存在する日
本では、生活に欠かせない
暮らしの道具も、同じ目的
のためにつくられていなが
らその土地ごとに全く違う
かたちになることがありま
す。日本を雪国・山あい・
平野・海辺・都の５つの風
土に分け、それぞれの独特
の手しごと品を紹介。
� （かもがわ図書館）

＜児童書＞　�
　夜の森に、動物たちのお
気に入りの本をとっていっ
てしまう本どろぼうの「モ
ラッチャホン」があらわ
れた！「みんなのだいじな
ほんをとらないで！」うさ
ぎのエリザは勇気を出して
モラッチャホンを捕まえよ
うとしますが、その正体�
は…？
�（ロマン高原かよう図書館）

＜新着図書紹介＞
館名：「か」かもがわ図書館　「ロ」ロマン高原かよう図書館

書　　　名 著者・出版社 館

絵　
　
　

本

レンタルおばけのレストラン 宮本えつよし／教育画劇 か

いもほりコロッケ おだしんいちろう／講談社 か

ふたごのあかちゃんとにげたとら 北川チハル／ひさかたチャイルド ロ

チリとチリリ�ちかのおはなし どいかや／アリス館 ロ

児　

童　

書

ペンギンがっしょうだん 斉藤洋／講談社 か

すいぞくかんのみんなの１日 松橋利光／アリス館 か

おねえちゃんってふしぎだな 北川チハル／あかね書房 ロ

うなぎのうーちゃん�だいぼうけん くろきまり／福音館書店 ロ

一
般
実
用
書

里山を食いものにしよう 和田芳治／阪急コミュニケーションズ か

いちえふ 竜田一人／講談社 か

紙つなげ！彼らが本の紙を造っている 佐々涼子／早川書房 ロ

井沢元彦の激闘の日本史 井沢元彦／メディアファクトリー ロ

一
般
読
み
物

銀翼のイカロス 池井戸潤／ダイヤモンド社 か

みをつくし料理帖�10�天の梯 髙田郁／角川春樹事務所 か

破門 黒川博行／KADOKAWA ロ

天の光 葉室麟／徳間書店 ロ

お
は
な
し
の
へ
や
10月

司書が選ぶ

この一冊
★おいでおいで（乳幼児対象）毎月第２・第４木曜日
　　　　　　　　　　　　　　  　午前10時30分～10時50分
　　　 9日（木）かもがわ図書館
　　　23日（木）ロマン高原かよう図書館

★わくわく（幼児・小学生対象）毎月第３土曜日
　　　　　　　　　　　　　　　　　  　午後２時～午後３時
　　　18日（土）ロマン高原かよう図書館

出 演 おはなしやさん
『民藝の教科書⑥
�暮らしの道具カタログ』
久野�恵一／監修　グラフィック社

『モラッチャホンがきた！』
ヘレン・ドカティ／文
トーマス・ドカティ／絵

福本友美子／訳　光村教育図書

岡
山
県
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
25
年
度
）

今
回
は
佳
作
に
輝
き
ま
し
た
、
大お
お

木ぎ

　
敦あ
つ

斗と

さ
ん
の
「
ぼ
く
の
な
つ
や
す
み
の
し
ご
と
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「ぼくのなつ
� やすみのしごと」

上竹荘小学校　２年

大
おお

木
ぎ

　敦
あつ

斗
と
さん

「
あ
っ
く
ー
ん
、
い
く
よ
。」　

　

な
つ
や
す
み
に
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
は
た
け
に
さ
そ
っ
て
く
れ
る
と
、
ぼ

く
は
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、

ぼ
く
の
し
ご
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

ぼ
く
の
し
ご
と
は
、
ナ
ス
を
い
れ
る
み
ど
り

の
は
こ
を
く
み
た
て
る
し
ご
と
で
す
。
は
こ
を

四
か
し
ょ
パ
ン
パ
ン
と
あ
け
て
、
カ
チ
ッ
と
し

て
、
シ
ー
ト
を
ひ
ろ
げ
ま
す
。
ぼ
く
は
、
こ
の

し
ご
と
が
だ
い
す
き
で
す
。

　

こ
の
ま
え
、
し
ご
と
の
お
わ
っ
た
お
ね
え
ち
ゃ

ん
が
、
て
つ
だ
っ
て
く
れ
よ
う
と
し
た
け
ど
、

ひ
と
り
で
ぜ
ん
ぶ
し
た
か
っ
た
か
ら
、
け
ん
か

に
な
っ
て
な
い
た
け
ど
、
す
ぐ
な
か
な
お
り
し

ま
し
た
。

　

ぼ
く
の
つ
く
っ
た
は
こ
に
つ
め
た
ナ
ス
を
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
の
う
き
ょ
う
に
も
っ
て
い
く

の
に
も
、
つ
い
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、

か
み
を
も
っ
て
い
く
て
つ
だ
い
を
し
た
ら
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
が
、

「
あ
り
が
と
う
。」

と
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
や
く
に
た
て
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

あ
と
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
と
る
て
つ
だ
い
も

し
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
や
っ
て
い
る
の

を
み
な
が
ら
、
き
ず
つ
け
な
い
よ
う
に
、
そ
っ

と
や
さ
し
く
つ
ぶ
さ
な
い
よ
う
に
き
を
つ
け
て

と
り
ま
し
た
。
そ
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
み
ち
の

え
き
に
し
ゅ
っ
か
す
る
の
で
、
そ
れ
に
も
つ
い

て
い
き
ま
し
た
。

　

十
四
こ
だ
し
て
、
ぜ
ん
ぶ
う
れ
た
か
ら
、
ご

ほ
う
び
に
、
ア
イ
ス
を
か
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら

「
あ
っ
く
ん
は
、
さ
ぎ
ょ
う
が
は
え
ー
な
ー
。

て
ば
や
く
て
た
す
か
る
わ
。」

と
、
ほ
め
て
も
ら
っ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
も
っ
と
で
き
る
し
ご
と
を
ふ

や
し
て
、
お
て
つ
だ
い
を
が
ん
ば
り
た
い
と
お

も
い
ま
す
。

★本のバトン…あなたの満足本を教えて！
★作って遊ぼう工作…絵本カバーで読書通帳入れを作ろう。
★北川チハルのーと… 図書館フェスにやってくる北川チハ

ルさんの本を、読んでみよう。
★図書館カフェ… おなじみ！飲み物片手にのんびり読書を

どうぞ。
★人気本ランキング…今人気の本はコレだ！
★雑誌付録抽選大会… 図書館購入雑誌の付録をプレゼント。

 

展示作品募集！

　図書館内の壁面に、
絵画や手芸作品等を展
示し来館の方に楽しん
でいただいています。
個人で、サークル活動
等で制作した作品を、
図書館に飾ってみませ
んか？　ご協力頂ける
方、ご連絡ください！！

全国読書週間 10/27～11/９

＊読書週間行事の詳細は、11月号同封のチラシをごらんください。

め
く
る 

め
ぐ
る 

本
の
世
界

標語



おめ

でとう満1歳
便

川
平　

陸
人
ち
ゃ
ん
（
竹
荘
）

か
わ
ひ
ら　

り
く
と

平成25年10月17日生まれ

いつも明るく元気いっぱいに、家族を
楽しませてくれてありがとう。
家族みんな、あなたの成長を楽しみに
しています。　　　　　　父、母より

小
林　

洸
斗
ち
ゃ
ん
（
豊
野
）

こ
ば
や
し　

ひ
ろ
と

平成25年10月21日生まれ

これからもすくすくと元気に明るい笑顔を
振りまきながら育って下さい！！（＾ω＾）
Take it easy!!Enjoy your life!!
　　　　　　　　　　パパ、ママより

大
谷　

百
花
ち
ゃ
ん
（
上
竹
）

お
お
た
に　

も
も
か

平成25年10月１日生まれ

その笑顔、いつも癒やされます。
ありがとう。

井
上
千
友
穗
ち
ゃ
ん
（
高
谷
）

い
の
う
え
ち

ゆ

ほ

平成25年10月14日生まれ

みんなのアイドルちゆほ！
その笑顔でこれからも家族
みんなを幸せにしてね♡

難
波　

優
大
ち
ゃ
ん
（
北
）

な
ん
ば　

ゆ
う
だ
い

平成25年10月２日生まれ

優しく大きく育ってね♡

酒
井　

詠
麻
ち
ゃ
ん

さ
か
い　

え

ま

平成25年10月15日生まれ

・
遥
希
ち
ゃ
ん
（
吉
川
）

　
　

は
る
き

えまちゃん・はるちゃんへ 
笑顔いっぱい、のびのび大きく
なってくださいね。　家族より        
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メイン期間  9／27㊏～10／13㊊㊗
プレ期間　９月13日㊏～26日㊎
ESDメイン期間　11月７日㊎～11月９日㊐

下石井３DAYS［小雨決行］　無料
　今年、「熱い３日間」が帰ってくる！
　市街地の中心、空の下での３日間の大型野外コンサート。
　11日は、実力派アーティストによるジャズライブ。12日は、岡山発の発掘 ･支援型音楽コ
ンテストで、“ダイヤモンドの原石”発見の瞬間を！　そして、その道標となるゲストによ
る熱いライブ。最終日13日は今注目の女性アーティスト４人による、この日だけのスペシャ
ルライブ！　11日は公園内にバーが開店、12日・13日は多国籍料理の味わえるワールド屋台
が出現！　１年に３日間だけの特別な空間で、あなたも音楽を満喫しませんか。
●場所　下石井公園（岡山市北区幸町16番地先）

日　時 タイトル 出　演
10月11日㈯  17：00～ ジャズ・アンダー・ザ・スカイ vol.3 つのだ☆ひろ、矢野沙織、矢幅歩

12日㈰  15：20～ エンターテイメントチャレンジ2014
決勝大会 

予選を通過した10組のアマチュア
ミュージシャン、USAGI（ゲスト）

13日（月・祝）15：45～ ガールズミュージックコレクション
2014 

Crystal Kay、BENI、GILLE、
樹 -MIKI- 

●イベント内容

　「創造と発信」「国際交流」「新しいアーティストの発掘・育成」を３大ビジョンとする、多彩なジャンルで誰も
が楽しめる秋の一大音楽イベントが始まります。

※他にも無料イベントや多彩なコンサートを開催。詳しくは総合パンフレット、ホームページをご覧ください。
　主催　岡山市、おかやま国際音楽祭実行委員会、（公財）岡山市スポーツ・文化振興財団
【お問い合わせ先】　おかやま国際音楽祭実行委員会事務局（岡山市スポーツ・文化振興財団内）　☎086-232-7811
　　　　　　　　 　岡山市文化振興課　☎086-803-1054　　086-803-1763
　 　ホームページ　http://www.city.okayama.jp/oimf/

FAX

ボランティアによる清掃活動ありがとうございました。
　６月８日に高富、案田地区黒住教ボランティアグループ（19名）、８月４日には円城ほほえみ会《老
人クラブ》（21名）が、かもがわ総合福祉センター敷地内の草刈り、草取りを行ってくださいました。

　８月16日、下竹地区の川合グループ（13名）が下竹荘小学校敷地内の剪定、草刈り、草取りを行って
くださいました。
　生徒減少が進む中、先生や保護者による奉仕活動の負担軽減になればと今回行ってくださいました。

　おかげさまで、とてもきれいになりました。暑い中、清掃活動をしていただいた皆さまに心より感謝
申し上げます。

2014
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【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
今
月
の
表
紙
は
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ

体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会
の
模
様
で

す
。

　
事
前
に
撮
影
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
決

め
て
臨
み
ま
し
た
が
、
わ
ず
か
10
分

の
放
送
時
間
内
で
の
撮
影
だ
っ
た
た

め
、
慌
た
だ
し
い
取
材
と
な
り
ま
し

た
。

【
編
集
後
記
】

▼
10
月
の
第
２
月
曜
日
は
「
体
育
の

日
」
で
す
。

　
体
育
の
日
は
、
昭
和
39
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
が
行
わ
れ

た
10
月
10
日
を
昭
和
42
年
か
ら
国
民

の
祝
日
と
し
た
も
の
で
す
。
平
成
12

年
か
ら
は
「
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
制

度
」
に
よ
り
10
月
の
第
２
月
曜
日
へ

移
行
し
ま
し
た
。

　
夏
が
終
わ
り
、
気
候
も
良
く
な
り

体
を
動
か
す
に
は
う
っ
て
つ
け
の
こ

の
季
節
。
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
あ

ら
た
め
て
健
康
を
考
え
る
き
っ
か
け

に
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う�

か
。

▼
８
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
夏
期
巡

回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会

で
は
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
の

ご
参
加
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
は
つ
ら
つ

と
し
た
声
や
体
操
を
撮
影
し
な
が

ら
、
自
分
自
身
も
元
気
を
い
た
だ
い

た
取
材
と
な
り
ま
し
た
。

�

石
井

　ぬいぐるみ図書館お泊まり会
　８月３日、ロマン高原かよう図書館でぬいぐるみ図書館お泊まり会（主催＝町図
書館）が開催され、20名が参加しました。
　これは、ぬいぐるみが夜の図書館でどんなふうに過ごしているのかと創造力を働
かせて楽しんでもらうことを目的に開催されたものです。
　参加者はお気に入りのぬいぐるみと一緒に図書館へ来館し、図書館司書によるパ
ネルシアター上映や絵本の読み聞かせを聴きました。そして、子どもたちがぬいぐ
るみを図書館に寝かせて帰った後、ぬいぐるみが夜の図書館を探検したり、本を読

　夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会
　８月13日、かもがわ総合スポーツ公園で、平成26年度夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会 ( 主催＝株式会社かんぽ
生命保険、NHK、NPO法人全国ラジオ体操連盟 )が開催されました。
　当日は、早朝から霧の天候にもかかわらず、町内外から1677名が参加。６時の時報とともに体操会が始まると、参加
者は一斉に大きな声であいさつし、体操講師の多

た
胡
ご
肇
はじめ
先生、ピアノ演奏の加

か　とう　ゆ　み　こ
藤由美子先生とともに元気よく体操を行いま

した。また、体操会の模様はNHKラジオ第１放送で全国生放送され、吉備中央町の元気を全国に発信した体操会となり
ました。
　体操会終了後は、ラジオ体操のポイントレッスンが行われ、体操講師の多胡先生の指導のもと、参加者は熱心に受講し
ました。��

　伝統のだしが並ぶ
　８月25日、湯山にある川合神社で献灯祭が行われ、夏の風物詩である「だし」が並びました。
　「だし」は疾病の退散や五穀豊穣などを願い、わらで作った人形に紙の衣装をつけて奉納するもので、岡山県の重要無
形民俗文化財に指定され、今年は６地区、だし保存会、下竹荘小学校、加賀中学校から計９基が奉納されました。
　当日は、弁慶の「勧進帳」や、黒田官兵衛にちなんだ「備中高松城水攻め」、同小学校児童による「花咲かじいさん」
などが並び、訪れた人たちは立ち止まって見入っていました。
　今年初参加となる加賀中学校美術部は、彫刻家平

ひら
櫛
くし
田
でん
中
ちゅう
の「鏡獅子」のだしを7月から製作。川合神社だし保存会の小

お

川
がわ
克
かつ
典
のり
さん、大

おお
木
ぎ
晴
はる
太
た
さんの指導のもと、衣装や顔など、各部分に部員が分かれて製作しました。

んでいる様子などを図書館職員が写真に収めました。
　後日、ぬいぐるみを迎えに来た子どもたちに夜の様子を伝える写真や本に関するメッセージカードを手渡すと、うれし
そうに受け取っていました。

【お問い合わせ先】　企画課　総合政策班　☎0866ー54ー1314

【お問い合わせ先】　国立吉備青少年自然の家　総務係　☎0866ー56ー7233

■日時　10月4日（土）　午前８時受付開始・開場　　午前９時開会（正午閉会）
■会場　ロマン高原かよう総合会館（豊野１－２）
■内容　○第１部　祝賀式典
　　　　　式辞、来賓祝辞、功労者表彰、
　　　　　記念ムービー上映、キャッチフレーズロゴ
　　　　　マスコットキャラクター発表ほか
　　　　○第２部　記念講演
　　　　　講　師　高

たか
嶋
しま
　哲

てつ
夫
お
�氏

　　　　　演　題　首都移転構想と吉備中央町の未来を語る
■主催　吉備中央町

●日　　時　10月19日（日）
　　　　　　午前９時～午後３時30分（受付は午後３時まで）
■会　　場　国立吉備青少年自然の家
■参 加 費　無料　（一部有料のものもあります）
■参加申込　原則不要　（ただし、レストランのバイキング
　　　　　　　　　　　��及び一部の活動については要予約）

　1949年７月７日、岡山県玉
野市生まれ。慶應義塾大学工学
部卒。
　『帰国』で第24回北日本文学
賞、『メルトダウン』で第１回小
説現代推理新人賞、『イントゥ
ルーダー』で第16回サントリー
ミステリー大賞の大賞・読者賞
をダブル受賞。このほかにも映

画化された『ミッドナイトイーグル』をはじめ数々の
著書を執筆。
　自身も阪神・淡路大震災に被災して以降、東京直
下型地震の発生を題材にした小説「首都崩壊」や
『TSUNAMI』『巨大地震の日』など、さまざまな形を
通して防災に関する啓蒙活動も行っている。

吉備中央町合併10周年記念式典開催
　平成26年10月１日、吉備中央町が誕生して10年を迎えます。町では、10年の歩みをふり返るとともに、
更なる町の発展を願い、つぎのとおり「吉備中央町合併10周年記念式典」を開催します。
　当日は、一般来場者の入場も受け付けています。皆さまぜひお越しいただき、ともに10周年を祝いましょ�
う。

講師 高
たか

嶋
しま

哲
てつ

夫
お

氏プロフィール

「チアフルデー」
～吉備の森感謝でぇ～

平成26年度

吉備の森でのさまざまな体験がみん
なを待っているよ♪
前日には自然体験会（要予約）も開
催されるのでぜひ参加してね。

詳しくはホームページで

吉備青少年


